
 

 

教 科 書 の 調 査 研 究 報 告 書 

安芸高田市・山県教科用図書採択地区合同調査員会 

校 種 教 科 教科用図書目録に搭載された教科書総数 本報告書の総 ページ数 

小学校 国語 ４ ７ 

 

調査研究の観点及び各教科書の特徴 

観点 

発行者 
基礎・基本の定着 主体的に学習に取り組む工夫 内容の構成・配列・分量 内容の表現・表記 言語活動の充実 

２ 

東書 

〇各単元の教材文の前の

導入ページに「言葉の力」

の目標を具体的に示して

いる。 

 

〇言葉の特徴や使い方に

関する事項「言葉の広場」

では，たくさんの言葉を示

している。たとえば「人物

の行動」（61語），「人物の

気持ち」（54語），「人物の

せいかく」（52語）の 3項

目に分けて示している。

(第４学年) 

 

〇漢字辞典についての説

〇学習の見通し「①議題をき

める。②話し合いの計画を立

てる。③グループで話し合

う。（意図を明確にしながら

計画的に話し合う。）」を示し

ている。(第６学年) 

 

〇学習の進め方として「友だ

ちとつたえあおう」では， 

「・豆太のせいかくを想ぞう

しよう。・豆太について想ぞ

うしたことを友だちとつた

え合おう。・豆太について友

だちとつたえ合い，どんなこ

とを感じましたか。」を示し

ている。 

〇第１～４学年は，上下巻

の２冊構成，第５･６学年は

1冊である。 

 

○第２学年以上の各巻に

「国語の学習の進め方」「〇

年で学習する言葉の力」を

設けてあり，年間と通じて

「何を，どのように学ぶか」

が見通せる。 

 

○各領域の単元「つかむ」

「取り組む」「ふり返る」の

課題解決的な３ステップで

組織してある。 

 

〇文章と図表との関連につ

いては，「書き手の意図を考

えよう 新聞記事を読み比

べよう」(第５学年)におい

て，「新聞の紙面『記事の構

成』」・「写真『アップ』『ロ

ング』・『Ａ社の記事』『Ｂ社

の記事』」が示されている。 

 

〇学習の進め方では，「つか

む」「取り組む」「振り返る」

という学習過程を示してい

る。 

 

○つけたい力・学習するこ

とを・「話す・聞く」「書く」

〇第３学年「グループでの

話合い」第４学年「グルー

プの提案をもとにクラス全

体で話合い」第５学年「グ

ループでの話合い」第６学

年「グループでの話合い」 

が示されている。 

 

〇図書館での約束，本の仲

間分け，司書の先生，百科

事典や図鑑などの調べ方，

NDCの仕組みと活用の仕

方，百科事典の調べ方，引

用の仕方，請求記号，地域

の図書館や資料館，科学館

などの活用の仕方が示され



 

 

明（漢字の読み方，成り立

ち，意味など）を述べ，二

人の人物の吹き出しで，漢

字辞典で読み方を調べる

ことができるという会話

を示している。(第３学年) 

(第３学年 モチモチの木） 

 

〇「みんなで新聞を作ろう」

(第４学年)では，資料として

「出来上がり新聞の例・記事

の下書きの例」「新聞のわり

つけの例」「グループ活 

動のイメージイラスト」「『言

葉の力』〔付録〕新聞の割付」

が示してある。 

○年間総単元数 

第１学年：６単元 

第２～６学年：10単元 

〇伝統と文化に関する内

容の記述は，第１･２学

年：９単元 第３･４学

年：８単元 第５･６学 

年：13単元である。 

 

「読む」の３領域に分け，

各単元で身につける言葉の

力を一覧で示している。合

わせて 1 年間で頑張りたい

ことやできるようになりた

いことを掲載している。 

 

○巻末に〇年（前学年）で

学習した言葉の力「話す・

聞く」「書く」「読む」の３

項目で示している。 

 

ている。 

 

 

１１ 

学図 

〇各単元の冒頭に目標を

示し，的のイラストとと

もに学習目標を示してい

る。 

 

〇「言葉のへや」を各学

年巻末資料として掲載し

ている。行動を表す言葉

として，話す（17 語），

聞く（６語），書く（５語），

見る（５語），思う（３語）

などの項目に分けて示し

ている。また，「読むこと」

教材では，理解語彙を脚

○学習の見通し，「①討論

の進め方を確かめよう 

②論題と役割を決めよう 

③立論を考えよう ④立

論を発表しよう ⑤討論

会をしよう ⑥ふり返ろ

う」を示している。（第５

学年） 

 

〇つけたい力と学び方を

つかませるために，育てた

い「知識及び技能」の指導

事項を上段に，教材一覧を

下段に示している。 

〇第１学年から第６学年

まで上下巻の２冊構成で

ある。 

 

〇説明文教材の後に「書く

こと」の教材を設定してい

る。 

 

〇第６学年には「読むこ

と」と「書くこと」「書く

こと」と「話すこと・聞く

こと」の領域を関連させた

複合単元が設定されてい

る。 

〇「国語の学習の進め方を

確かめよう」と提示し，「つ

かむ」，「見方や考え方を学

ぶ」「まとめる・ふり返る」

「広げる」という学習過程

を示している。 

 

〇「つけたい力・学習する

こと」「□学年でつけたい

力」（折込ページ）として，

「知識及び技能」を３項目

に分けて指導事項を示し，

下に単元名を示している。

「話す・聞く」「書く」「読

〇第３学年「やくわりを決

めて話し合おう」では，ク

ラス全体での話し合いの

仕方が示されている。 

 

〇第４学年「問題解決のた

めに話し合おう」では，「グ

ループで作成した安全マ

ップをもとに，クラス全体

で話し合う」第５学年 

「討論会」 第６学年「パ

ネルディスカッション」を

示している。 

 



 

 

注欄に示している。 

 

〇「漢字辞典の使い方」

として，漢字辞典のつく

りを示し，「約」の部首，

画数，読み方，成り立ち，

意味などを調べるように

提示している。 

 

 

 

〇「読むこと」では，見開

き構成で学習内容を見渡

せるようにしており，「め

あてを確認する」「学習に

取り組む」「学習を振り返

る」という学習過程を示し

ている。 

 

〇「話すこと・聞くこと」

「書くこと」では，モデル

となる文章例を多く提示

し学習の完成形を視覚的

にイメージできるように

している。 

〇自分の言葉で学習をま

とめ自己評価をするよう

に視点を示している。 

○年間総単元数 

第１・２学年：10～14単元 

第３・４学年:11～12単元 

第５・６学年:10～11単元 

 

〇伝統的な言語文化に関

する単元数・単元名・取り

上げられている作品 等 

☆（ダウンロード資料）１０

ページ 

む」の領域指導事項と単元

名を示している。 

 

○「学びに向かう力，人間

性等」の目標を示してい

る。 

 

 

 

 

〇学校図書館等の利活用

の仕方として，図書室の利

用，約束，本の見つけ方，

百科事典の調べ方，インタ

ーネットなどについて，各

学年で使用する本の種類

を変えて使用できるよう

に工夫されている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

１７ 

教出 

〇巻頭の「〇年生で学ぶこ

と」のページに各単元の目

標を示している。 

 

〇言葉の特徴や使い方に

関する事項「言葉の木」で

は，行動を表す言葉とし

て，「くらす」（７語），「動

く」（８語）「かかわる」（７

語），「つたえ合う」（８語）

の４項目に分けて示して

いる。(第３学年) 

 

〇情報の扱い方に関する

事項「漢字辞典の使い方」

では，国語辞典で調べられ

ない漢字辞典では調べら

れること，漢字辞典では音

訓の読み方や成り立ち，そ

の漢字を用いた様々な言

葉が調べられることを示

している。(第 3 学年) 

 

〇情報の扱い方に関する

事項として「漢字辞典の使

い方」（第１～６学年に掲

〇学習の進め方として①テ

ーマを決めて，調べる。②話

し合いの準備をする。③「ミ

ニディベート」を行う。④感

想を交流する。」(第５学年)

を示している。 

 

〇学習のすすめ方として，

「おすすめ図書カードを作

ろう」では，「主な登場人物

を確かめる。・豆太の気持ち

の変化や場面ごとに豆太に

ついて話し合う。・豆太の変

化について話し合う。・おも

しろいところを紹介し合

う。」を示している。(第３学

年「モチモチの木」) 

 

〇「新聞を作ろう」(４年生)

では，目的「写真や図表を効

果的に使って，わかりやすい

新聞を作る」を示し，資料と

して「新聞とは何か」「割付

用紙」「話合い活動のイメー

ジイラスト」「出来上がり新

聞の例」「ここが大切」が示

〇単元や資料等の配列とし

ては，上下巻の２冊構成で

ある。 

 

〇1 つの領域に集中して学

習する単元と，各領域の学

習を組み合わせ，総合的に

展開する単元を配列してい

る。 

○年間総単元数 

第１学年：7単元 

第２学年：15単元 

第３学年：13単元 

第４学年：14単元  

第５･６学年：10 単元 

 

〇伝統と文化に関する内容

の記述としては，第１･２学

年：９単元 第３･４学年：

９単元 第５･６学年：14

単元ある。 

 

 

 

 

 

〇「世界遺産 白神山地か

らの提言―意見文を書こ

う」（第５学年）では，「２

つの説明文と７つの資料を

読んで，自分の意見を根拠

となる資料に基づいて書

く」ことが示されている。

具体的には，（①写真②地図

③入山届出書の例④新聞記

事⑤棒グラフ）を考えさせ

る記述がある。(1)できる

だけたくさんの資料を比

べて自分の考えの根拠を

はっきりさせよう。(2)複

数の資料を比べながら読

み，自分の考えをまとめた

り，伝えたりするために資

料を活用することができ

たか。 

 

〇巻頭の示し方では，〇年

生で学ぶこと「話す・聞く」

「書く」「読む」の３領域に

分け，「単元名」「めあて」

「ここが大事」を示し，学

習順に道で繋ぎ，地図とし

〇第３学年「グループでの

話合い」第４学年「クラス

全体での話合い」第５学年

「ミニディベート」 第６

学年「パネルディスカッシ

ョン」が示されている。 

 

〇学校図書館機能の利活用

（第１～４学年に記載）と

しては，図書館の利用，図

書館マップによる本の分

類，本の探し方，目次や索

引の使い方，前書き・後書

き，奥付「読書カード」の

書き方・本の分類（日本十

進分類法と分類記号，本の

ラベルの見方）を示してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

載）では，２人の人物と鳥

の吹き出しで，国語辞典で

は調べられないことが漢

字辞典で調べられること

や漢字を用いた様々な言

葉が調べられることを示

している。 

してある。  

 

 

 

て示している。巻頭ではな

いが，「話す・聞く」「書く」

の単元の最初のページに

は，「見通しをもとう」から

「振り返ろう」まで単元の

学習過程を示している。 

 

 

 

○「話す・聞く」「書く」の

単元の最初のページには，

「見通しをもとう」から「ふ

り返ろう」までの単元の学

習過程を示している。 

 

○「言語」「漢字の広場」「文

化」「読書」ごとに，単元の

つながりを示している。 

 

 

 

 



 

 

３８ 

光村 

〇各単元の冒頭に具体的

な目標を示している。 

 

〇「言葉のたから箱」に，

「考えや気持ちを伝える

言葉」として「人物を表す

言葉」（10語），「事物を表

す言葉」（10語），「考え方

を表す言葉」（6 語），「気

持ちを表す言葉」（25語）

の４項目に分けて示して

いる。 

 

○「学習に用いる言葉」と

して，各学年の国語で使わ

れる言葉を示している。 

 

〇「漢字辞典の使い方」

では，漢字辞典を使うと

漢字の部首や画数，読み

方成り立ち，意味などを

知ることができるという

ことを記述し，「約」の部

首，画数，読み方，成り

立ち，意味を漢字辞典を

使って確かめさせる流れ 

〇「話すこと・聞くこと」「書

くこと」では，「対話的な学

び」を重視し，活動の折々に

吹き出しを用いて「対話」の

姿を示している。 

 

○ページの上段に活動指示，

下段に資料やメモの例など

活動に役立つ情報を整理し

ている。 

 

○学習の進め方を示し，「①

学校生活の中から議題を決

める。」「②自分の立場を明確

にする。」「③話し合いの仕方

を確かめ進行計画を立て

る。」「計画に沿って，グルー

プで話し合う」「話し合った

ことをクラスで共有し感想

を伝え合う。」という順に話

し合い活動をさせるように

している。 

 

〇「読むこと」の単元では，

作品・文章の導入と読みの着

眼点を示し，学習の見通しを

〇第１学年から４学年まで

は上下巻の２冊構成，第

５・６学年は１冊である。 

 

○一つの領域に集中して学

習する単元と，各領域の学

習を組み合わせ，総合的に

展開する単元を配列してい

る。 

 

○教科書全体が「単元」「小

単元」「コラム」「特設単元」

で構成されている。 

 

〇年間総単元数 

第１学年：７単元 

第２学年：９単元 

第３・４学年：８単元 

第５・６学年：７単元 

 

 

 

 

 

 

 

〇第５学年「資料を用いた

文章の効果を考え，それを

生かして書こう」では，資

料を用いた文章の効果を考

え，それを生かして意見文

を書く学習を設定してい

る。地図・表，年表・図，

図，写真，棒グラフ，折れ

線グラフ等の７資料を提示

している。それぞれの資料

が文章のどの部分と対応し

何が読み取れるか，どのよ

うな効果があるかを考えさ

せている。筆者の立場や読

み手の立場から考えさせる

ように読み手の視点を与え

ている。 

 

〇学習の進め方として，第

２学年以上で「国語の学び

を見渡そう」と提示し，「初

めに」，「読む」「書く」「話

す・聞く」「振り返る」，「学

習や生活にいかす」という

学習過程を示している。 

 

〇第３学年「班での話合い」 

第４学年「クラス全体での 

話合い」第５・６学年「グ 

ループでの話合い後クラ 

スで共有」が示されてい 

る。 

〇学校図書館等の利活用の

仕方については，第１学年

で「としょかんへいこう」

「としょかんとなかよ

し」，第２学年で「図書館

たんけん」，第３学年「図

書館たんていだん」「科学

読み物での調べ方」，第４

学年で「図書館の達人にな

ろう」「百科事典での調べ

方」，第５学年で「図書館

を使いこなそう」，第６学

年「地域の施設を活用しよ

う」が示されていて，図書

館利用への意欲をもたせ

る単元名になっている。 



 

 

になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

示している。手引きの上段に

単元の初めから終わりまで

課題を一覧できるようにし

ていて，下段に課題に取り組

むうえでの観点や思考の整

理の仕方，学びの姿を示して

いる。また，新しい評価の観

点に沿って自己評価できる

ように「ふりかえろう」を設

定している。 

 

 

 

 

 

〇「つけたい力・学習する

こと」では，第２学年以上

で「□学年で学習すること」

（折込ページ）として，話

す・聞く」「書く」「読む」

の３領域ごとに，教材名・

身につけたい力（たいせ

つ）・学習用語を示してい

る。 

 

○前学年の学習の振り返り

では，「□年生の学びを確か

めよう」として，学習する

ことの下に，「話す・聞く」

「書く」「読む」の３領域ご

とに学習過程に沿って示し

ている。 

 


